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第Ⅰ編 : 日本人勝朕癌の統計的および疫学的研究
我が国の勝朕癌発生頻度は, 欧米諸国と比較するとかなり低いが, 近年上昇傾向にあるとの報告に抜す
る｡ そこで著者は, 本邦人口動態統計より, 日本人勝朕癌死亡率の年次推移につき検討 し, さらに1962年
以降4年間の京大泌尿器科における勝肢痛患者198例と, 年令, 性別分布を等しくし, 悪性塵癌を除 く症
例を対照としたものに, 環境的, 身体的要因に関し, 疫学的調査を行なった｡
1)1947年以降16年間に, 本邦勝舵癌死亡率の明らかな上昇傾向が認められ, 男女とも50才以上の年令
層に著明である｡
2)職業中分類別では, 紡績従事者が多 く, 特に染色関係従事者が多い｡




6)血液型, 性病既往に関するこの知見は, 内外又献上最初のものであり, 喫 煙 に 関 す る もの は,
Lockwood(1961), Wynder(1963),Cobb(1965)の報告と一致し, 喫煙は勝朕癌発生園子の一つであ
ると推測される｡
第Ⅱ編 : 勝既癌患者244例 の臨床的観察
陳蹴板に関する臨床統計的報告は多いが, 早期治療の前提となる報告, 一般臨床検査成績と浸潤度との
関係の報告がなく, 浸潤度別に見た手術的療法の遠隔成績による批判に乏しい｡ これらの点を解 明 す べ
く, 著者は過去11年間の朕朕癌患者244例の臨床的観察を行なった｡
1) 初発症状発現後3か月以内受診のものに stageC のものが15%あり, 一万2年以上経過のものに
stage0,A のものが30%ある｡
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2)一般臨床検査所見で, 浸潤度と関係のあるものは, 赤沈値の先進, 貧血 好中球増多, 低蛋白血
高窒素血を数えることができ, 特に CRP反応, PSP試験, ⅠVPによる上部尿路の検査は, 術前浸潤
度判定上重要である｡
3)有茎性乳頭状癌に対する経尿道的電気焼灼術, 勝朕切開による鷹揚切除術施行例の予後はよいが,






える｡ 著者は過去10年間の膜朕癌患者のうち, 金屑標本を作製し, 予後を明らかにした175例につき, 予
後に影響を及ぼす組織像につき検討した｡
1) 従来の腰癌細胞型別細胞分化度, 浸潤度は, かなり適確に予後の公算を告げる｡






5)以上の成績より, 予後に影響を及ぼす組織像として, 腰湯細胞型別細胞分化度, 浸潤度以外に, 勝
朕壁脈管内鷹揚栓塞像, 塵疾浸潤形態, 問質反応があると考えられる｡
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
京都大学泌尿器科における膜跳癌患者を中心に, 疫学的, 臨床統計的および病理組織学的研究を行なっ
た ｡
疫学的研究では, 過去16年間における本邦勝跳癌死亡率の上昇傾向を指摘し, 本庄患者は ABO 式血






す組織像に, 腫疾細胞型別細胞分化度および浸潤度以外に, 勝脱壁脈管内鷹揚栓塞像, 鷹揚浸潤形態およ
び問質反応があることを明らかにした｡
この研究は学術上有益で, 医学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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